










 「要旨」1、33 例の先天性無痛無汗症の実態調査を行った。27 例については実際に診察

を行った。2、無痛、無汗が特徴的な障害であるか、その他の感覚については保たれてい

る。3、けいれん、軽度の精神発達の遅滞を示す例が多く、中枢神経系の関連も示唆され

た。4、無痛にともなう合併症として、舌、ロ腔内外傷、骨折、骨髄炎、シャルコー関節、

皮膚外傷、皮膚火傷が挙げられるが、 これらが繰り返され、 しかも重篤であることが問

題であり、日常生活が著しく障害される。歯科、整形外科、皮膚科の専門的な熟練した対

処が必要である。5、無汗による合併症として、体温調節障害、とくに夏期の異常高体温

がある。保温のためのジャケットなどの開発が必要である。


